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中
世
紀
頃
、地
中
海

■沿
岸
諸
國
に
て
行
は
れ
た
る
海
上
逋
商
に
關
す
る
規
則
慣
例
の
全
：集
ど 

認
め
ら
る

、

c
o
n
s
o
l
a
t
o

 

d
e
l

 

M
a
r
e

が
中
立
船
內
の
敵
國
貨
物
及
敵
船
，內
の
中
立
貪
物
に
■對
す
る 

"
交
戰
國
補
獲
權
の
有
無
を

®

o .
る
に
其
货
物
が
敵
性
を
有
す
る
や
將
た
中

*

«

を
有
す
る
や 

に
依
て
之
を
決
し
該
貨
物
を
搭
，载
す
る
船
舶
の
國
性
如
何
を
問
は

t

而
し
て
其
貨
物
が
敵 

性
を
有
す
る
や
將
作
中
立
性
を
有
す
る
や
は
該
貨
物
の
所
有
考
の
國
性
如
何
に
依
て
之
を
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む
る
も
の
な
る
を
以

.て
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o
n
s
o
l
a
t
o

 

d
e
l
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認
o
、

る
主
義
は
貨
主
々
美

W

稱
す
可
き
も
の
な 

る
ミ
ぜ
佘
の
前
文

R

記
す
る
所
の
如
し
。
果
し
て
然
ら

«

此
全
集
の
出
版
せ
ら
れ
た
る
は

pi

十
 

ィ
も
十
三
世
紀
の
終

P

遲
く
も
十
四
世
紀
吵
半
頃
な

i

と
信
.せ
&
る
、
を
以
て
貨
主
々
義
は 

十
三
四
世
紀
及
，び
其
前
後
に
於
て
南
歐
諸
國
に
行
は
れ
た
石
も
の
ビ
解
す
る
を
得
べ
し
。
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'
■'

然
ら
ば
所
謂
貨
_
々
義
は
其
後
何
世
紀
頃
ま
で
行
は
，れ
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.令

し
や

i

云
ふ
に
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u
t
e
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l
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は
卜
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中
に
籂
結
せ
ら
れ
た
る
條
約
は
德
て
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o
n
s
o
l
a
t
o

 

d
e
r
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r
e

の
主

_

を
採
用
し

*
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し
が
之
を
一
變
す
る
ま
主

_

の
新
例
を
開
き
た
る
本

©

は
.一

六
o

四
年
を
以
て
土
耳
其
帝
ァ 

ク
，メ
ッ
ト
 

一_

世
と
佛
國
王
ァ
ン
リ
：

I

四
.
世
t

の
間
.
に
締
結
：せ
ら
れ
た
る
新
條
約
第
十
ニ
條

5. 

^

W

說
け
り
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驻
ニ

)

然
ら
ば
其
新
條
約
に
依
て
へ
開
か
れ
た
る

~
新
主
'義
の
新
例
と
ば
何
だ
や 

ビ
.
云
：ふ
：：に
其
第
十
ー

1

條
中
に
規
定
し
：：で

0 ,
く

怫
國
船
舶
に
搭
載
せ
ら
れ

-'
/

2
る
.
貨

物

、に

し

で̂

其
其
政
府
の
敵
に
属
す
る
も
の
は
其
敵
に

.
 

.
，屬
，す
る
の
故
を
以
て
之

‘
を
拿
捕
せ
ら
る
、
こ

W

な
.
し
.
云
々

.

\

ノ

(

餘
.一1

)

V 

H
%

中
立
船
内
に
發

.
見
せ
：：ら
れ
た
る
敵
國
貨
物
は
其
貨
物
が
敵
に
屬
'す
る
の
故
を
以
て
之
を
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捕
す
る
こ
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多
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o
l
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r
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0

主
義

^

す
る
所
な
る
に
反
し
此
土
佛
の
、新
條
約
.が
敵 

國
貨
物
な
り
と

,

,
中
立
船
：に
依
て
運

^

せ
，&;
る
> 

i

の
は
之
れ

.
を
.
拿
捕
せ
ざ
る
.の
新
例
を
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•&

农
る
は
海
上
捕
獲
に
關
す
る
國

.際
法
の
發
達
に

一
.

新
紀
元
を
割
す
る
も
の
丨
云
ふ
を
得
べ

し
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何
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な
れ
ば
是
れ
後
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由
船
自
由
貨
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般
に
認
め
ら
れ
現
に
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せ
&
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た
る
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主
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の
最
先
例

.を
爲
す
名

の
な
れ
ば
な
ド
。

土
其
其
は
非
，耶

* -

敎
_

ビ
し
て
久
し
く
歐
洲
の

_
 

際
，法
域
外
に
在
を
ネ

0

と
荈
倣
さ
れ
衣
る
所
贫
れ
ど
も
同

_

^

:
國際へ
法
：や

R

貢

献

し

.た 

る
も
の
、
中
に
は
现
，に
重
要
な
る
原
則
を
爲
す

』

.
の
あ
り

o

例
へ
ば
開
戰
の
際
に
於
け
る
敵 

g

•

商
船
取
扱

L
T

關
す
る
今
日

/&

海
牙
條
約
に
認
め
ら
る
、

r
交
戦
國

'の

|

方
に
屑
す
る
商
船
が 

開
戰

.の
際
、敵
滩
內

^

;
在
：さ
^
き
は
該
船
舶
に
對
し
て

.即
刻
又
は
相
當
の
恩

0

0

間
の

後
*自
由 

に
.出
渉
ず

'る
乙

-^

そ
許
す
の
惯
例
は
實

k
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1

八
五
：四
年
ク
ジ
ミ
ャ
戰
爭
の
際
土
耳
其
が
當
時 

の
敵
國
た
る
露
國
の
商
船
に
對
し
て
始
め
て
行
ひ
た
る
以
來
各
國
の
採
用
し
た
る
所
な
る
が 

.

如
&

最
も
顯
著
な
る
，事
實
に
し
て
玆
に
記
，す
る
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六
o

四
年
の
土
怫
條
約
が
後
の

「

自
由
船

自
：， 

「

成
«」

の
原
則
の
最
先
例
た

k

y
し
事
實
共
に
國

.
際
法
の
發
達

R

對
す

S
土
耳

K

0.
:

貴
®
な
る 

，貢
献
と
目
す
可

&

所
の

^

-
の
な
り
？
此
意
味
に

M

<
こ
六
〇
四
年
の
條
約
第
十
ニ
條
は
員
も 

宽
要
視
せ
ら
る
、
所

.に
，し
て
夫
れ
ょ
り
八
年
の
後
、
一
六

1

ニ
年
土
耳

‘其
ミ
和
蘭
と
の
間
に

»
 

結
せ
ら
れ
た
る
倐
約
中

U

も

此
新
主
義
を

|
|

め

G
i
o
l
a
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d
e
l

 

M
a

r
e

の
主
義
に
正
反
對
の
新
慣 

例
を

_
 

&

龙
る
は
十
七
世
紀
.に
入
ぅ
て
貨
主
冷
轉
が
漸
く
動
搖
し
初
め
た
る
を
證
す
る
も
の 

k

外
な
ら
ず

o
. 

.

,
 

..

. -

然
れ
ど
も
土
耳
興
に
依

b

て
開
始
せ
ら
れ
た

a

新
主
義
の
先
例
は
最
初
は
僅
に
前
記
土
怫
、
 

土
蘭
の
一
一
條
約
の
み

に
！！

め
ら
る
、
-
に
止

^

ち
當
時
ー
«
に
は
尙
ほ
货
主
々
義
に
依
む
た
る 

4

0

の
に
し
て
現
に

V

土
佩
條
約
の
締
結
せ
ら
れ
た
る
同
年
、西
班
牙
と
英
國

S

の
間
に
成
り
た
る 

條
約
に
は
依
然
舊
主

_

を
採
用
し
和
蘭
ビ
チ
子
二
ラ
及
ア
グ

>

丨
ル
と
の
條
約
も
亦
貨
主
々
 

_
に
據
办
穴
る
が
如
き
十
七
世
紀
の
初
期
に
於
て
は

c
o
i
l

a
t

o

cu
e
l M

a
r
e

の
主
義
の
多
く
行
は 

れ
た
る
を
見
る
亨
し
？
而
じ
て
新
主
義
の
漸
く
舊
主
義

1;

代
て
行
は
る
、
に
至
り
れ
る
は
實 

に
十
七
世
紀
の
中
：葉
以
後
に

.
し
て
一
六
四
六
年
當
時
の
强
國
*
る
佛
國
と
和
服
ビ
の
观
に
締 

緒
せ
ら
れ
た
る
條
約
は
即
ち
土
怫
、土
蘭
條
約
の
潮
主
義
を
耶
蘇
敎
國
間
に
承
認
し
た
る
最
先 

例
を
爲
す
も
の
に
し
て
之
ょ
歐
洲
諸
國
間
に
廣

<
 

採
用
せ
ら
る
、
に
至

^N

た
り
ノ
 

K

ち
一 

六
五
四
年
の
英
國
ビ
：

.葡
萄
牙
ビ

.
の
條
約
、ニ
六
五
九
年
の
怫
國
ビ

'
西
班
牙
の
ビ
レ
ニ
ー
ス
條
約
、
 

1

六
七
八
年
の

«

蘭
、澳
，瑞
典
諸
國
間
の
一
一
丨
メ
ゲ
ン
條
約

H

六
^

七
年
の
佛
，英
，蘭
、丁
、獨
、爾
、サ
：
 

グ
オ
ィ
間
の
リ
ス
，ク
キ
ツ
ク
條
約
、

-
1

七 

一.
H

年
歐
洲
の
重
な
る
諸
國
間
に
調
印
せ
ら
れ
た
る 

ク
.ト
レ
，ヒ
ト
條
約
は
舊
來
の
貨
主
々
義
に
代
へ
て
何

.
れ
も

「

0

由
船
、自
由
貨

」

の
新
主
雜
を
採
用 

し
た
る
も
の
に
し
て
ク
ト
レ
ヒ

’

ト
_
和
會
讖
に
於
け
る
英
怫
條
約
第
十
七
條
中
に
規
定
し
て 

.第£
1
1
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接

(

八叫九

) 

屮
立
船
杓
の
敵
填
と
，敵
船
內
の
中
立
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八

船
舶
及
び
貨
物
に
關
し

^
は
.自
由
船

(

中
立
船

)

は
.其
檀
載
貨

&

‘自

*

な
：ら
し

0
可
く
隨
て
兩

•
王
國

1
方
の

©
域

に

屬

ず

る

船

.舶

內

に

發

見

ぜ
:4

る

> 

一
切
の
貨
物
は
其
全
部
た
る
一

部
た
る
と
に
論
な
く
兩
王
國
の
敵
に

g

す
る
も
の
と

雖
，も

戰

時

禁

制

品

を

.除

く

外
は

悉
く 

之
を

自

由

^
.
E
む
可
き
も

」

の
ミ
す
。

是
.等
の
實
例
に
徵
す
る

〜
き
は

十
七
世
紀
の
中
葉
ょ
办
十
八
埤
紀

©

初
明
に
至
る
半

I t

。紀 

以
上
の
興
間
に
婦

«

せ
ら
れ
た
る
重

.
な
る
諸
隹
釣
に
は
悉
く

「

自
由
船
自
由

®

の
新
主

_
1 |
”
邀 

E

せ
、b

れ
た
る
を
瞪
ず
：る
も
の
に
し

y

 

H
a
u
t
e
f
e
u
i
l
l
e

の
說
.
く
所
に
據
れ
ば
此
間
に
«
结
せ
ら 

れ
た
る

.

滌
約
中
、
^

ほ
舊
主
義
を

■

持
し
た
る
も
の

.
は
一
六
六
一
年
、英
國
と
瑞
典
の
條
句
及
び

1

六
六
六
年
、

-®
典
.ミ
丁
妹
の
條
約
以
外
に
は

±

を
發
見
せ

す

£

云
へ
り
。

1
5

(

註ー
1
1

) 

H
i
s
t
o
i
r
c

 

d
u

 

d
r
o
i
t
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d
* 

H
o
o 

200
‘

:

'

四
’

斯
の
如
く
十
七
世
：紀
.の
後
半
を
通
じ
て
歐
洲
諸
國
間

の
新
條
約
は
大
多
數

i

由
船
自
由
貨 

の
^

主
義
を
、認
め
た
：
る

■&
以
て

.Consolato 

del M
a
’r
e

の
«
主
冷
；p

は
^

時
こ
其
迹
を
絕
ち
た 

や
ぞ

S

ふ

に

新

ま

義

は

新

條

約

K
で
確

認
せ
ら
れ
た
る

{;
拘
は
ら
ず
實
際
に
は
各
®
は
其
國

W
K
V
-
.

内
法
に

.
依
卜

i

.

約
.
の
.
精
神
.
を
破
壞

'.
1

,
依
然
ミ
レ

'1
:

舊
.主
義
择

.據
：ぅ
お
る
の
み
な
^
ず

营
 

し
き
は
：
*

主
義
.
が
®

に
中
立
船

f t
.
の
a

貨
の
み

：

貪
沒
收

'
す
を
こ

ビ

を
.
是
認
：.せ
る
を
以
て
足
れ 

h

y
^

せ
ず
進
で

' 

敵
；
貨
.
を
塔
爾
す
，夺
中

■
立

船

：そ
：
の
物-を
も
：.沒
*
收
す
る
の
：過
，酷

.
な
る
手
段
を
行

a 

<

憚
か
ら
ざ
ぅ
し
於
故

,
に
條
約

0
.
.表
雨
に

"
は
進
步
の
外

»

を
呈
す
：：る
に
反
し
て
實
際
：に
は
却 

て
著
し
く
退
步
し

^

る
の
事
實
な

.
々
P

0

是
れ
一
見
‘®
だ
奇
な
る
現
象
な
る
が
如
し
ビ
雜
當 

诗
各

.國
間
に
於
げ
る
激
：甚
な

“

業
：上
：の

0

筆
は
'
a

に
他
を
排
し
。て
己
れ
*
♦
海
上
資
晷
の 

利
益
.
を
獨
占
せ
ん
と
す
る
に
翁
な
ら
し
め
之
が
爲
，め
^
は
一
切
の
手
段
：を

'
用
.ゆ
る
を
辭
せ

ざ

-
 

る
，0
.
實

狀

：な

办

“

：を

拉.て
：
若
し
：新.條

. »

に

依

る

痛
.
ま
：義

を

忠

：實

れ

：遵
、守

せ

ん

に

ば

：
戦

時

中

立 

國
の
商
船
は
交
戦
國
の
：商
®
を
_
由
に
且
つ
安
全

k

到
る
處
ー
の

.
輝
^

に
運
.；.送
.す
る
こ
ミ
を
得 

て
®

商
航
海
の
利
：翁
は
自
ら
中

.
立
船

(

- 01

手
に
®

す
.る
の
' 
0

な

き

に

非

ず

。

是
れ
交
一
戰
_

が 

.中
*

通

商
0
 

■

由

；

に
：.

對

し

最

：も

猜.
忌
，す
る.
所
本
令
き
。

.

'此

咪

に

；、新
；條

約

の

：靜

結

：者
は
：
自

國

が 

中
立
國
た
る
場
合

.に
：
.

は
新
主

_

の
適
，用

は

甚

だ

便

：利
な

 

>

と
.
雖

飞
.「

旦

交
‘
戰
_

.
な
.
る
«

合
.
に
.
 

は
^

立

國

の

爲

め

に' »
上
：
質
：
.易
0
:
利
.；
益

を

：
占

有

：
せ

.：&
:
る
：N

の

恐

れ
“

：ょ

む

之
.を
-
防
41
:
.
せ
：
 ̂

か
爲
め
に
は
成
る
可
く
漸
條
約
を
實
籽
せ
；
る
の
手
；段
を

_

じ
#

び
昔
，日
の
舊
主
義
那
ち
中 

羊

三

怨

(

八

五

ー

)

餱

铫

中

，
立
#
内

の

敵

そ

敵

船

內

の

中

，
立

货

 

.
第

七

號

四

九



笫
十
三
怨
，

(

八？
 f

)

論

魏

‘中宂船内の他赏走猶船內の中立貨

 

第七̂

诋〇

立
船
內
の
敵
貨
は
之
を
補
學
す
る
こ
と
を

#

る
の

c
o
n
s
o
p
t
o

 

d
d

 

M
a
r
e

の
主
義
に
立
還
ら
ざ
る 

を
#

す
。
然
れ
ど
も
梅
上
，通
商
の
莫
大
な
石
利
益
を
他
國
の
船
舶
ょ
り
奪
は
ん
ミ
す
る
に
は 

單

に

義

.に

立

還

，る

の

み

に

て

は

充

分

な

i

ビ
云
ふ
能
は
チ
、如
何
せ
：な
れ
ば
中
立
船
：內
の 

敵

：貨

の

み

、を

：沒

收

す

る
-
ば
ふ
ら
；に
て
は
中
立
通

- ®

に
對
す
る
有
效
な
る
打
擊
た
る
能
は

H

る 

€

共
に
交
：戰
國
摩
艦

.に

：
取
:!
>
:
,
て

も

敵

貨

の

：.み
を
目
的
と
ず
る
捕
獲
；は
有
力
な
る
獎
勵
に
非
ざ 

:

れ
ば
な
ぅ
。
此
に
於

4

是
_

の
：木

.

.都
合
.に
應
中
る
爲
め
に
當
時
.海
上
に
勢
力
を
張
り
た
る
諸 

强
國
.
は

何

れ

も

國

內

，法

に«

規

寒

を

設

け
'
て
.新
條
：約
の
«.
行
を
廻
輯
せ
ん

W

試
.み
た

.C
V

9

即 

.
ち
、是
等
の
國
內
.法
は
中
立
船
が
敵
に
屬
す
る
一
切
の
貨
物
を
運
送
：す
る
を
禁
じ

m

.艦
が
之
を 

發
見
し

^

る
W

&
は
啻
に
其
敵
貨
の
.み
な
ら
ず
船
：舶
自
身
及
び
其
全
部
の
搭
載
貨
物
を
沒
收 

す
可
き
.
を
規
定
し
た
り
。

是
れ

C
o
n
s
o
l
a
t
o

 

d
e
l

 
M

a
r
e

以
上
，の
過
酷
な
る
新
主
：義
な
り
ど
云
は
ざ 

.
る

可

か

ら

す

。

然

か

も

此

；過

截

な

：る

新

，主

義

.は

所

謂

敵

貨

な

る

意

義

に

.就
，て
其
貨
物
が
何
人 

に
屬
す
る
を
間
枕
ず
；苟

i

敵
國
.に
於
て
生
産
せ
.ら
れ
又
は
製
造
せ
ら
れ
た
る
も
の
は
悉
く
敵 

性
‘を
有
V

可
，き
も

.
の
な
”

云
ふ
の
解
釋
を
採
用
し
为
る
を
以
七
交
戰
國
の
中
立
船
に
_
す 

る
捕
獲
權
の
範
圍
は
著
し

く

擴
大
せ
ら
れ

ざ

る

を

得

す

。

過

酷

な

る

丰

義

は

一

層

，過
.酷

な

る

•1

を
加
べ
た
る
を
見
る
可
し
。，

 

,

C
o
n
s
o
l
a
t
o

 

d
e
l

 

M
a
r
e

ょ
り
出
で

\
 

c
o
n
s
o
l
a
t
o

 

d
e
l

 

M
a

r
e

ょ
ぅ
.も
更
に
過
酷
な
る
此
主
義
の
實
例 

は
|

5
時
の
重

. «
i

® :
0

fe
,
--
®

J

^
に
容
易
に
之
を

'發
見
す
る
こ
と
を
得
べ
し
。
中

R

就
：て

i s

も 

著
名
な
る
は
一
六

./
\

ー
年
八
月
怫
王
ダ
ィ
十
四
世
に
依
て
發
せ
ら
れ
た
る
勅
令

o
r
d
o
n
n
a
n
c
e
)

 

な

i

佛
國
は
之
に
依
：て
會
に
中
立
船
內
の
敵
貨
を
拿
捕
沒
收
す
る
の
み
な
ら
す
尙
ほ
該
中 

立
船
及
び
其
栽
货
ー
切
に
も
及
び
た
り
。
即
ち
同
勅
令
中
に
規
定
し
て
日
く

敵
に
属
す
る
貨
物
を
搭
載
す
る

■
一.
切
の

®

舶(
T
o
u
s

 

n
^
v
i
r
e
s

 

q
u
i

 

s
e
r
o
n
t

 

c
h
a
r
g
e
s

 

c
f

 

e
f
f
e
t
s

 

a
p
p
a
r
t
c
n
-

 

a
n
t

 

i
-
n
o
s

 

e
n
n
e
m
i
s
)

及
ひ
佛
國
臣

R

又
は
同
傲
國
に
，屬
す
る
貨
物
に
し
て
敵
船
內
に
發
見
せ 

ら
る
、
も
の
は
筇
し
く
合
法
の
捕
獲
物
た
る
可
し

(

龄
三
編
第
九
章
第
七
條

) 

尤
も
此
規
定
に

「

敵
に
_
す
る
貨
物
を
搭
載
す
る
一
切
の
船
舶
は
：
：
八

a

法
の
捕
獲
た
る
可 

し
し
と
云
へ
る
文
字
中
に
は
其
船
舶
ビ
共
に
敵
貨
並
に
典
他
の
載
貨
を
も
傘
捕
沒
收
す
る
乙
ビ 

を
得
る
の
意
を
含
む
や
否
や
明
瞭
を
缺
ぐ
を
以
て
最
初
怫
國
海
斟
裁
判
所
に
て
は
其
週
川
を 

®

躇
し
た
&
し
が
一
六
九
ニ
年
十
片
ニ
十
六
日
上
锥
廷
た
る

c
o
n
s
e
i
l

 

a
- 
f

の
剑
決
は
此
疑 

點
を
明
白
に
し

^

り
。
即

ち

' 

‘

,

觉

十

三

卷(

八
五
三

)

諸

E

中
立
船
内0
|

^
儆
船
闪
の
中
立
挞
. 

第
七
瞵
五
一



，
第

十

三

铉(

八-
五
四)

論

餽

.
中
立
船
内
の
敵
货
と
敵
船
内
の
冲
立
货

 

第

七

狀
:!
£
ニ

：

陛
^

.0

撖
^

«

:
す
る

«

物
が
.
中
立
船
內

'
に
'
發
見
せ
ら

.る
、
ミ
き
は

'
該
船
並
に
其
一
切
の
.載 

貨
呔
第
七
修
必
規
定
に
從
：ひ

.
合
法
の
捕

«

物
た
々
可
し
。：
/(

註
，
£

>

ハ
往
ニ

11-> 

Hautefeuille.: 

H
i
s
t
o
i
r
e
'
.
d
u

. 

:drQit 

international-.'p. 

2
0
2
,

之
：
VC

依
て
之
を

.
見
れ
ば
佛
國
は
現
に
一
六
五
$
ー

 

年
莾
國

$
 

0

條
約
に
於
て

^

六
五
九
年
、西 

牙
班
：と

0

ビ
レ

-

丨
ス
條
約
に

.
於
て
：

M

ハ
六
：七
、八

年

、和
.
蘭
、西
^

牙
、瑞

典

等

^

の
一
一
ー
メ
ゲ
ン 

條
約
に
於
て
其
他
の

*

國
'
就
中
地
中
海
消
岸
囘
敎
國

g

と
の
條
約
に

' 

於
て
中
立
船
■內
の
敵
貨 

は
之
を
孝
推
す
可
，か
ら
ざ
る

Z

ビ
を
約
し
た
る
に
拘
は
ら
中
翁
の
有
名
な
る
勅
令
に
依

i

 y

 

全
然
そ
の
公

0

を
無
視

_
レ
#

に

c
o
n
s
o
l
a
t
o

 

d
e
l

 

M
a

r
e

の
貨

$

ま
義
に
律
る

«

貨
の
み

の
筏
收
を 

以
て
滿
足
せ
ず
寒
に

: »

中
立
船
自
體
並

.
に

該
船
.
に
搭
載
す
る
.：
フ
切
の
貨
物
即
ち
其
貨
物
が
自 

國
臣
民
に
屬
す
石

.
と
同
盟
國

R

»

す
る
：
と
：將

农

中

立.國
に
.
.屬
す
る
ミ
を
間
は

'
t

悉
ぐ

^

を
.拿 

捕
.沒
收
す
る
の
廣
沉
な
る
權
利
を
主
張

V
た

る
も
の
に
：し
て
海
上
柿
獲
法
上
に
於
け
る
：
一
犬 

變
化
な
り
ビ
云
は
ざ
る
可
か
ら

.
ず
。
.
然
.
る
に
是
等
の

.
諸
條
約
は

J
.

六
：八
八
年
佛
國
が
英
、蘭
、了
、
 

獅
、西
.
及
び
.
f

グ
ォ
ィ
の
諸
國
と
；開

.戰

.
す
る
に
荩
び

#

く
之
”
を
廢
；棄

b

が

る
を
以
て
：怫
國
は
之 

ょ
h

無
遠
.
慮
K
,
,右

の

勅

：令

を

.實

行

す

る
.
の
自
■
由

を

：
得.
た
る
と
同
：時
に
怫
國
の
敵
國
も
亦
同

#

— 

.

.

.

:

の捕
.：

維
：規

E

を
發
：し
替
を
以

‘
て
之
が
爲
に
中
；

.立

.遊
商
は

1

時
殆
ど
：絕

M

0

悲
«
.に
沈
渝
し 

た
ち
^J

德
ベ
6

る
。
_

錄
，之
.に
對
t

武
：力
を
以

V

自

國

，
の

：中

立

雖

商

：
を

#

載
せ
ん

w

し
た
る 

も
Q

a

T

■抹V

ど
端
典
め

.
兩
_

.

に
し
て
此
南

_

は
#

時
師
に
武
裝
中
立
：の
同
：盥
を
結
び
怫
國
ぞ

.

.

0
他：

の
/
交
戰
國
が
海

±

に
於
て

®

大
、の
猶
初
を
ま
張
す
る
に
抗

'辯
し
た
ぅ
き
、

.

.

.

.
 

: 

. 

•
: 

. 

.

.

. 

■ 

■ 

.

. 

. 

-

.

一
六
八
八
年
：に
破
裂
し
た
る

11
!

_

:
は

.一
‘六
九
七
年
リ

■

ス
ク
ヰ
ッ

.

.ク
の
«
和
條
約
に
依
て
終 

会
.吿
_.げ
た
ち
、し

.が
#

»1

は
.，蘭

、
英

、

K -

等
0

當

；
時
 

'の
最
強
海
國

.と
の

.此
條
約
に
於
て

®

び「

自
由
船 

自
幽

‘貨
- ®

主

義

、
を

世
#

.

に
宣

•言
し
恰

も

1

六
八

.一
年
の
勅

.令
ば
之
を
改
廢
す
る
も
の
、
如
く 

翁
i

き
。

0
$
^
.
0
際
に
は
之
を
廢

±

す
る
.乙

ビ
も

な 
<
 

又
改

[£
す

る
i

!
も
な
く
^
然
ど

..
 

..
 

:
■
...
 

- 

- 

,

し
^

#

せ
し
：め
た

.る；其

_

に
酋
斑
牙

.
主
位
繼
承
戰

#

破
裂

.す
る
に
及
び
佛
國
は

J

七
.〇四

年
1

」

に
：一
新
令
を
碰
し
ヤ
同
國
海
軍
に
薪

‘命
令
を
與
べ

^

り
き
'

第
£

條

中

.立
國

€

,
鹿
民
に
鹰
す

.
'る
船
舶
に

1.

て
中
立
國
又
は
佛
國

.の
同
盟
：國
の
港
を
，發 

航
し
他

.の
中
立
國
又
は
怫
國

.の
同
盟
國
は
向
ふ
^
の
は
之

 

'，を拿

#

す
る
こ
と
を

,禁
％

但

.
 

し
.
該
船
が
' 

敵
R
 

^

て
.
生
塵
又
は
製

.
造
：せ
V

&

れ
た
る
貨
物

(
m
a
r
c
h
a
l
x
d
i
s
e
s
.
v
d
u
”
cr.

p>o
u

 

f
a
b
l
i
q
c
e

 

d
e

 

e
n
n
e
m
k
)

を
搭
載
す
る
と
き
は
此
限
り
に
非
す
。
此
場
合
に
は
該
貨
物
は
合
法
の
捕
獲
物
に 

第十
H

卷

(

八五玉

)

論
說
叩
立
船
內
の

&

货
、、

」

敵
盼
内
の
中
立
货
 

婼

七

够

五

三



第
十
■

(

八
五

S

諭

m

屮
立
船
内
の
敝
«
と
敵
船
内
か
印
立
货

 

策七號五
四

し
て

該
船
.舶
は
釋
放
せ
ら
る

可
し
。

■

第
四
條
、中
立
顧

E

民
に
腐
す

.
る
船
舶
に
し
て
怫
國
の

_
同
盟
國
球
は

-
中
立
.
.國
.
の
®

:
を
發
航
•し 

敵
.
國
，
' »

に
向
ふ
も
の
ば

V
之
參
拿
锨
す
る

 

>ー

「

と

^;
禁

史

俾

し

錄

船̂

禁
制
品
.又
は
敵
國
に 

^

生
.
產
又
は
製
簿
せ

&:

れ
.た
る
貨
物
を
搭
載
す
る

$

き
は
此
限

f

t;
.

#
t'

。
此
場
合
に

^
 

:'

該
，貨
物
は
合

「

法
へ
の
捕
：獲
物
に
し
て
該
船

«

は
_

;
放
せ
ら
る
可
し
。

■:

即
ち
此

r r

令
は
前
年
の
勅
令
を
補
ひ
ゼ

',
»

を
.

の〔

適
用
を
嚴
に
し
た
る
も
の
ビ
認
ひ
可
し 

如
何
ミ
な
れ
ぱ
前
刺
命
は
，單
に

「

敵
に
屬
す
る
貨
物
云

5

ビ
规
定
し
て
其
貨
物
が
敵
に
属
す
る 

も
の
に
限
つ
て
之
を
：衾
捕
す
る

i

と
を
許
し
た
る
に
反
し
新

.

令
に
て
は
其
所
菊
主
の
何
-人
た 

る
を
問

.

は
す
苟
も

「

戰
國
代
セ

"

生
、產
文
は
製

a

せ
ら
：れ
：たる

.：

貨
物

」

な
る
ど
き
は
.会
法
の
捕
獲
物 

た

る

可

き

を

命

ず

る〗

：を〗

：以
：て
：其

锨

：發
權
の
目
ー
的^

.

於
て
著
し
ぐ
範

.

園
を
櫥
大
し
た
る

も
の
”な 

れ
ば

«

6

。ノ
但
し
此

'

場
合

0

制
義
は
前
刺
へ
令-

に
於

^

敵
貨

.

を
塔
噼
し
.た
る
中
立
船
は
其
船
舶 

自
體
と
共
に

®

貨
：

1

切
を
沒
收
せ
ー
ら
る
、
名
の
を
爲
す

.

に
反
し
维

^

該
貨
物
を
沒
：收
す
る

.

^

 

止
め
船
’

卵
及
び

.

他
‘

の
載
貨

.

に
；及
ば
す
を
爲
し
，

*

る
«

に
於
て
戰
導
分

.

の
.

*

な
る
を
認
む
る

(

の 

み
。

r

«5
a

や
薪
奋
ば

〉

中
立
：

®

に
，
'

し
：て
敵
港
ド

.

於
.で

»

の
：：

は
其

*

貨

.1

切
？
共

‘
に
沒
收
す
る
の

1

層
巖
：尊
名
親

®

を
設
く

5
る
^-

於
て
を
や
。

佛

_

ど
同
じ

<
 
永
：久
的

.法
制
に
依
て

.補

獲

法

親

を

，
設'け
だ
る

、
<
 
の
は

〗

西〕

_
牙
な

6

。

而.：

し

. 

- 

.
 

,
 

.
 

.
 

■
 

.
 

' _ 

.

.

.

て
西
班
牙
は
前
揭

y

レ」

一
1

'
條約ノ一
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